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成分名 オレイン酸 

英文名 Oleic Acid 

CAS No. 112-80-1 

収載公定書 薬添規   外原規  EP  NF 

A TOXNET DATABASEへの

リンク 

https://chem.nlm.nih.gov/chemidplus/rn/112-80-1  

 

投与経路 用途 

経口投与  基剤、分散剤、溶剤、懸濁（化）剤 

静脈内注射 

一般外用剤 

吸入剤 

経皮 

殺虫剤 

 

JECFAの評価 

調味料として使用する際には、通常の摂取量では安全性に問題はない。オレイン酸塩（カ

ルシウム、カリウム、ナトリウム）に関する 1日許容摂取量（ADI）は規定されていない。  

 

１．単回投与毒性  

動物種 投与経路 LD50 文献 

ラット 経口 25ｇ/ｋｇ TOVEFN 20001) 

マウス 静注 230mg/ｋｇ APTOA6 19612) 

ラット 静注 2400μｇ/kg AJPAA4 19813) 

サル 静注 LD＞40μL/Kg LUNGD9 19864) 

以下については該当文献なし 

２．反復投与毒性 

３．遺伝毒性 

４．癌原性 

５．生殖発生毒性  

 

６．局所刺激性 

ウサギ  皮膚   500 mg  軽度の刺激作用   UCDS, 1963 5) 

ウサギ  眼      100 mg 軽度の刺激作用 JACTDZ, 1987 6) 
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７．その他の毒性 

依存性、抗原性に関する文献なし。  

８．ヒトにおける知見 

皮膚刺激性：15mg（3 日間 間歇的） 中等度の刺激作用  85DKA8, 1977 7)  
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